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).e/=OensisCARR.)wood mealand/orthe nutrientsolution (peptone l% and malt2%
extract)astheirnutrientsotlrCeS.Thefollowingmedium wasemployedforthemethod:
Kanum(i-soil(4-20mesh)250g,sprucewoodmeal20gandthenutrientsolution81m1.
Kanuma-Soilasabedding materialiscomposedofsilicaand aluminawith diferent
particlesizes･ThisiswidelyusedForhorticultureandeasilypurchasable･
Fungicide-treatedsoillayerWith3cm-thicknesswasmadecontactwithfungalmyce-
1ium gr()wingon the above-mentionedmedium･Efectoffungicidewasevaluated by
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から判定した菌体活力のもっとも高くなる培養基組成を検討した｡ その結果,腐植土 または鹿沼土 250g





























報では, その基礎となる培養基の選定と効力の評価法について検討した結果を報告する｡ なお, この研究
は,林野庁の委嘱による(社)日本木材保存協会の ｢ナミダタケ被害対策推進調査事業｣の一環として行なわ
れたものである｡
2. 実 験 方 法
2.1試験方法に対する考え方














JISA9302や .JWPA規格 1号では,培養基の基材として海砂 (石英砂)B号 (20-30メッシュ)が用い
られている｡この培養基でもナミダタケほよく生育するが,菌糸はあまり深く伸長せず,菌糸束の形成もみ
られない｡そこで基材として,有機物を多く含む園芸用腐植土と,同じく園芸用に広く用いられ品質にばら
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養基全面を被覆 した｡被覆厚さは, 1,3,5cm の3段階 とした｡ 被覆 10日後に-ゾマツ (PireajeこOen∫is













薬剤処理土壌層の厚さ3cm についてのみ行なった｡薬剤添加量は a.i.ktq/m3 (a.i.:activeingltCdient,
有効成分)で表わした｡処理に用いた鹿沼土の粒度幅は,薬剤をより均 一に分散させるため培養に用 いたも
のより小さくし,8-20メッシュとした｡供試培養容器の内径から,厚さ3cm の処理層を作るに要する乾
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培養基層約 5mm を除去し,残りを撹拝して表層に-ゾマツ木片を設置し, 8週間後の木片への菌糸着生
と木片の重量減少率を調べた｡
以上の効力試験方法の順序を図示すると Fig.1の通 りである｡























Fig.2･ Efectsoryezospruce (Piceajezoen∫i∫)wood mealand
nutrientsolution (peptonel%+maltextract2%)On
theweightlossofsprucewood blocksbydecay･A,B,
･････and L on thefigure show the diferenttwelve
media(seeTab】e号
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り行なわれ,薬液の浸透深さは ト 5cm の範囲にとどまっているので,薬剤の室内効力試験としての処理
層の厚さも 3cm で適当であると考えられた｡
3.2 数種の薬剤の抗菌効力
鹿沼土 250gに-ゾてツ木粉 20gと栄養液 81mlを加えた培養基Lを用い,上述の操作により行なっ
た数種薬剤のナミグクケに対する抗菌効力試験結果を Tal)】C4に示した｡
薬剤Cは 0.Ola.i.kg/m3,薬剤A, Ii,は 0.019a.i.kg/m3 という低い混入量でナミグタケ菌糸の上昇を




菌糸の到達はなか-つたが,処理層と容器壁面の間を菌糸が這い土.り, 処理層上面の外縁から 1-2cm 内方
へ伸長 してくる例が,3.61および 7.22a･i･kg/m3 で認められ,前者では処理層そのものを貫通して上面へ
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Table5･ FungalactivitiesofS･lacrJmaTtSat56thdayafterremoval
ortl･eatedsoillaye一､1).
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高橋 ･西本 :ナミダタケに対する土壌処理用薬剤の効力試験 (1)
4. 結 論
ナミダタケ被害防止のため,土壌処理用薬剤の効力試験方法について検討した｡効力持続性を評価する耐
候操作法など検討中の細目は残されているが,基本的には菌そうに設定した薬剤処理層上面への菌糸の到達
の有無等により,薬剤の効力を十分に評価できるものと考えられる｡
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